
町の花 りんどう

令
和
４
年

令
和
４
年    
第
１
回
臨
時
議
会

第
１
回
臨
時
議
会　　
令
和
令
和
44
年年
55
月月
2525
日（日（
11
日
）
日
）

		
  

第
２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
会　　
令
和
令
和
44
年年
66
月月
77
日
～
日
～
66
月月
1616
日（日（
1010
日
間
）

日
間
）

補
正
予
算
第
１
号
の
概
要

補
正
予
算
第
２
号
の
概
要

費
用
別
主
な
内
容

度会町議会だより
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・
協
業
セ
ン
タ
ー
外
壁
修
理

　
・
戸
籍
シ
ス
テ
ム
電
算
委
託
料

◆
民
生
費
（
２
千
８
百
50
万
円
）

　
・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

　
　

…
低
所
得
子
育
て
世
帯
に
対
し
５
万
円

　
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
外
壁
修
理

◆
衛
生
費
（
１
千
３
百
70
万
円
）

　
・
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

　
　

…
段
ボ
ー
ル
の
取
集
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

◆
土
木
費
（
２
千
90
万
円
）

　
・
大
野
木
地
内
の
通
学
路
対
策

　
・
町
道
川
南
線
の
道
路
舗
装
修
繕

◆
教
育
費
（
４
千
百
81
万
円
）

　

・
小
学
校
体
育
館
ト
イ
レ
の
増
築

　

・
中
川
体
育
館
の
屋
内
ト
イ
レ
の
改
修

　

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
更
新

　

・
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
の
購
入

　
　
　
　
　
　
　

以
上
が
費
用
別
の
主
な
事
業
内
容
で
す
。

◆
総
務
費
（
３
千
５
百
70
万
円
）

　
・
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

裏
面
に
つ
づ
く

　
定
例
議
会
終
了
後
、
町
内
視
察
を
行
い
、
今
後
の
工
事
予
定
箇
所
お
よ
び
町
の

資
産
に
つ
い
て
担
当
課
か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

豪
雨
時
に
道
路
が
冠
水
し
通
行
不
能
と
な
る
こ
と

か
ら
嵩
上
げ
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
令
和
４
年
度
完
了
予
定
）

嵩上げ工事視察風景橋脚の状況視察風景

嵩上げ工事現場現在の橋脚の現状

町
内
視
察県

道
改
良
事
業
（
長
原
～
鮠
川
間 

嵩
上
げ
）

1

（
令
和
６
年
度
完
了
予
定
）

町
道
田
口
大
橋  

橋
脚
耐
震
補
強
工
事

2

補
正
予
算
（
１
億
６
千
９
百
万
円
）

総務費
21%

民生費
17%

衛生費
  8%

土木費
13%

教育費
41%

町
民
一
人
あ
た
り

　

１
万
５
千
円
分
の
商
品
券
を
発
行
す
る

広
報
委
員

委
員
長	

長
谷
川 

多
一

副
委
員
長	

大
西 

徹

委
　
　
員	

舟
瀬 

勝

	

若
宮 

淳
也

	

貞
森 

義
和

	

大
野 

原
德

○�

こ
の
度
の
臨
時
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
一
般
会
計
補
正
予
算

第
１
号
に
よ
り
約
１
億
３
千
百
万
円
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
議
決
い
た
し
ま
し
た
。

〇�

こ
の
度
の
定
例
議
会
で
は
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号
に
よ
り
約
１
億
６
千
９
百
万

円
を
追
加
し
、
一
般
会
計
約
43
億
3
千
5
百
万
円
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
議
決
い
た
し
ま
し
た
。



  

一 

般 

質 

問

町
内
視
察

度会町議会だより
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貞
森 

義
和 

議
員

○�

保
育
所
の
環
境
に
つ
い
て

・�

長
原
、
棚
橋
、
中
之
郷
各
保
育
所
に
お
け
る
現
況
に
つ

い
て
訊
ね
る

・�「
児
童
福
祉
施
設 

最
低
基
準
」
設
備
の
基
準 

第
32
条
に

於
い
て

・�「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
対
策
等
の
状
況
に
つ
い
て

・�「
職
員
」
第
33
条
に
対
し
、
各
保
育
所
の
割
合

・�

食
品
な
ど
の
価
格
の
高
騰
に
よ
る
、
給
食
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
今
後
の
栄
養
、
献
立
へ
の
対
応
、
ま
た
、

給
食
費
の
町
負
担
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

保
健
こ
ど
も
課
長
答
弁

・�

長
原
保
育
所
で
は
基
準
数
に
基
づ
く
６
人
、
棚
橋
保
育

所
で
は
16
人
に
対
し
17
人
を
、
中
之
郷
保
育
所
に
あ
っ

て
は
基
準
数
の
３
人
と
、
全
て
の
保
育
所
に
お
い
て
、

基
準
配
置
人
数
を
満
た
し
て
お
り
ま
す
。

・�

会
計
年
度
任
用
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
を
含
め
た
給
与
面

は
、
会
計
年
度
職
員
制
度
に
移
行
す
る
と
き
に
各
職
員

に
説
明
し
、
了
解
を
得
て
勤
務
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

・�

３
歳
未
満
児
の
給
食
費
の
町
負
担
に
つ
い
て
で
す
が
、

本
町
で
は
保
育
料
に
給
食
費
を
含
ん
で
徴
収
し
て
お

り
、
３
歳
以
上
児
は
、
給
食
費
相
当
額
４
，５
０
０
円
に

対
し
て
２
，３
０
０
円
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
３

歳
未
満
児
の
給
食
費
に
対
し
ま
し
て
も
、
２
，３
０
０
円

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
燃
料
費
や
食
材
費

の
高
騰
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す

が
、
保
護
者
の

負
担
増
と
な
ら

な
い
よ
う
検
討

し
て
ま
い
り
ま

す
。

  

若
宮 

淳
也 

議
員

○�

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
つ
い
て

　

度
会
町
は
、
こ
れ
ま
で
近
隣
の
６
町
と
連
携
し
て
、
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
を
進
め
、
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
を
申
請
中
で

す
。
両
者
は
共
通
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
は

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
を

引
き
継
ぐ
も
の
か
、
別
で

進
め
て
い
く
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
①
共
通
地
域

編
集
後
記

 

ほ
う
れ
ん
そ
う

　

事
前
に
、「
今
回
は
、
こ
う
い
う
所
へ
視
察
に
行
く
ん

で
す
よ
。」
と
町
民
の
方
や
、
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
方

に
連
絡
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
内
の
工
事
個
所
や
、
工
事
す
る
予
定
個

所
、
更
に
、
度
会
町
が
所
有
す
る
土
地
の
状
況
な
ど
を
担

当
課
に
質
問
し
て
相
談
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
進
捗
状

況
を
町
民
の
方
や
、
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
方
に
報
告
し

ま
す
。
こ
れ
も
我
々
、
議
員
の
大
切
な
仕
事
で
あ
っ
て
、

ほ
う（
報
告
）、
れ
ん（
連
絡
）、
そ
う（
相
談
）に
直
結
し

ま
す
。
少
し
ず
つ
、
人
の
動
き
、
流
れ
が
緩
和
さ
れ
る
中

で
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
し
て
視
察
を
行
え
る
回
数
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
事

が
出
来
る
様
に
、
更
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

  

大
西 

徹 

議
員

○
寄
贈
土
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　

度
会
町
へ
寄
贈
さ
れ
た
棚
橋
地
内
の
土
地
（
１
万
６
６
１

平
米 

坪
換
算
で
約
３
千
２
２
４
坪
）

に
つ
い
て
、
現
地
は
境
界
確
定
も

済
ん
で
お
り
、
す
ぐ
に
で
も
利
用

で
き
る
状
態
と
し
て
聞
い
て
お
り

ま
す
。
役
場
か
ら
も
近
く
に
位
置

す
る
広
大
な
土
地
を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長
答
弁

　

有
効
活
用
へ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
正
式
な
寄
付
採
納
か

ら
ま
だ
日
も
浅
く
、
現
時
点
に
お
い
て
は
具
体
的
な
活
用
方

法
の
決
定
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

町
有
財
産
と
し
て
の
適
正
な
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

域
振
興
へ
の
思
い
を
十
二
分
に
く
み
取
っ
た
う
え
で
、
町
の

発
展
に
繋
げ
る
活
用
方
法
を
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

寄贈された土地の視察風景

寄贈された土地の状況

　

５
月
２
日
に
町
が
締
結
し
た
契
約
に
基
づ
き

寄
贈
さ
れ
た
土
地
の
現
況
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

【
所
在
地
】
度
会
町
棚
橋
字
八
石
１
１
２
６
―
５

【
面　

積
】１
０
，６
６
１
㎡

【
地　

目
】
雑
種
地

町
民
の
方
よ
り
寄
贈
い
た
だ
い
た
土
地
の
視
察

3

ポ
ー
タ
ル 

②
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨 

③
観
光
メ
タ
バ
ー
ス

ポ
ー
タ
ル 

④
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
分
野
す
べ
て
に
参
画
し

て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

み
ら
い
安
心
課
長
答
弁

　

共
通
部
分
が
多
く
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
を
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
が
引
き
継
い
だ
形
と
考
え
て
い
た
だ

い
て
問
題
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

４
つ
の
取
り
組
み
内
容
と
し
て
は
、
①
役
場
に
出
向
か

な
く
て
も
手
続
き
が
で
き
る
な
ど
、
様
々
な
情
報
交
換
が

双
方
向
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
②
現
金
を
手
渡
す

こ
と
な
く
買
い
物
が
で
き
る
、
地
域
内
で
お
金
を
循
環
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
で
す
。
③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
を
基
に
お

す
す
め
の
お
店
や
混
雑
状
況
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
④
住
基
情
報
や
子
育
て
な
ど
20
の
自
治
体
業
務

を
サ
ー
ビ
ス
連
携
す
る
も
の
で
す
。


